
ボーリング柱状図

調 査 名 平 成 2 8 年 度 公 営 住 宅 ( 大 井 住 宅 )

事業・工事名 新 築 工 事 地 質 調 査

ボーリング名 N o . 3 調査位置 福 岡 市 博 多 区 大 井 2 丁 目 北 緯 3 3 ﾟ  3 6 '  1 4 . 4 "

東 経 1 3 0 ﾟ  2 6 '  4 5 . 5 "発 注 機 関 福 岡 市  住 宅 都 市 局  住 宅 部  住 宅 建 設 課 調査期間 平成 28年 9月 30日 ～ 28年 10月 1日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ジ オ フ ォ ー メ ー シ ョ ン

電話 ( 0 9 2 - 5 6 7 - 7 0 3 0 ) 主任技師 松 崎 　 秀 俊 現 場
代 理 人 松 崎 　 秀 俊 コ ア

鑑 定 者 松 崎 　 秀 俊 ボｰリング
責 任 者 中 田  英 二
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エンジン ヤ ン マ ー 製 N F A D 8 型 ポ ン プ S P - 5 0総 掘 進 長  15.06m
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事
表層のAsは10cm。径5～20mm程度の
砕石を主体とし、礫間は砂質土が充
填。

盛土・礫
質土

暗
灰

粒径不均一な砂を主体とし、シルト
分が多い。
含水量がやや多い。
深度1mまでの試掘は、比較的容易に
掘ることができ、締まり具合が緩
い。
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ル
ト
質
砂

灰～

暗
灰

緩
い

中砂～粗砂を主体とし、径2～10mm
程度の礫を混じる。
孔壁は崩壊しやすく、ケーシングに
よる保孔を要した。

深度4m付近は、有機質シルトの薄層
を挟む。

中砂～粗砂を主体とし、径2～10mm
程度の礫を混じる。
孔壁は崩壊しやすく、ケーシングに
よる保孔を要した。

深度4m付近は、有機質シルトの薄層
を挟む。

礫
混
じ
り
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暗
灰

緩
い

均質なシルトを主体とし、腐植物を
比較的多く含む。シルト 茶褐 軟ら

かい

中砂～粗砂を主体とし、径2～10mm
程度の礫を混じるほか、シルト分を
含む。
含水量がやや多い。
砂粒子は礫は、全体に丸みを帯びて
おり、上流山地より供給されたと考
えられる。

中砂～粗砂を主体とし、径2～10mm
程度の礫を混じるほか、シルト分を
含む。
含水量がやや多い。
砂粒子は礫は、全体に丸みを帯びて
おり、上流山地より供給されたと考
えられる。
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径2～30mm程度の礫を主体とし、礫
間はシルト混じり砂が充填する。
含水量が少なく、試料は凝固した状
態で採取される。
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当地の基盤に相当する第三紀層での
礫岩と考えられる。岩質は、炭質の
シルト～細粒砂と、径2～5mm程度の
風化礫で構成される。
試料は固結土状で採取され、強い指
圧で壊れる程度の硬さをなす。
N値はすべて50以上を示し、施工上
は軟岩に区分される。

当地の基盤に相当する第三紀層での
礫岩と考えられる。岩質は、炭質の
シルト～細粒砂と、径2～5mm程度の
風化礫で構成される。
試料は固結土状で採取され、強い指
圧で壊れる程度の硬さをなす。
N値はすべて50以上を示し、施工上
は軟岩に区分される。
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